
日時 会場
１９日
（金）：
12:30-
14:30

小ホール
（300人）

２０日
（土）：
9:30-
11:30

多目的
ホール
（千人）

２０日
（土）：
12:30-
14:30

多目的
ホール
（千人）

２０日
（土）：
14:50-
16:50

多目的
ホール
（千人）

２０日
（土）：
17:10-
19:10

多目的
ホール
（千人）

学会企画
シンポ

１９日
（金）：
12:30-
16:30

多目的
ホール
（千人）

日時 会場

教育講演
（学術）①

19日
（金）：
15:00-
16:30

小ホール
（300人）

教育講演
（学術）②

20日
（土）：
10:00-
11:30

小ホール
（300人）

教育講演
（学術）③

21日
（日）：
10:00-
11:30

小ホール
（300人）

日時
公開特別
講演

19日
（金）：
18:30-
20:00

多目的
ホール
（千人）

２０日
（土）：
13:00-
14:30
20日：
15:00-
16:30

公開講演
③

21日
（日）：
10:00-
11:50

多目的
ホール
（千人）

文化行事 21日
（日）：
14:50-
16:50

多目的
ホール
（千人）

学会あり
方委員会・
公開講演
④⑤＝２
本

21日
（日）：
13:00-
14:30（そ
の１）
15:00-
16:30（そ
の２）

小ホール
（300人）

準備委員
会企画シ
ンポ

地域の特別支援教育と臨床心理士の専門性 企画者：肥後功一（島根大学・教授）

障害のある子どもの内面世界の育ちを支える
支援

企画者：寺川志奈子（鳥取大学・准教授）

特別支援学校学習指導要領の改訂の方向性
と今後の教育実践

企画者：原　広治（島根県教育庁・企画
幹）

青年・成人期の生涯発達を支援する学び

日本特殊教育学会第４６回大会　2008山陰大会
２００８年９月１９日（金）～２１日（日）米子ビッグシップ

大会ＨＰ　http://www.edu.shimane-u.ac.jp/jase46sanin/

その１＝企画シンポジウム　＊大会参加費が必要です
演題 企画者（所属）

国際シンポジウム：日韓における新しい障害
児教育の意義と展望

企画者：中村満紀男（筑波大学・教授）

その２＝「教育講演」（学術タイプ）の企画　＊大会参加費が必要です
演題 演者（所属）

企画者：國本真吾（鳥取短期大学・准教
授）

特別支援教育のための応用行動分析学の適
用－子どもと教師が変わる効果的な研修プロ
グラム－

企画者：井上雅彦（鳥取大学大学院医学
系研究科・教授）

発達性読み書き障害（Dyslexia)のすべて小枝達也（鳥取大学地域学部・教授）

その３＝一般公開（無料）の講演等の企画　＊無料です！！
演題 演者など（所属）

障害児の生活リズム 広重佳冶（鳥取大学地域学部・教授）

離島・中山間地域における障害者・高齢者の
地域自立と支援システム

高橋憲二（島根県立大学短期大学部・副
学長／元（隠岐の島）仁万の里所長）

共生する地域・社会のあり方ー「タッチ先生」か
らの提言ー

藤井輝明（元鳥取大学医学部・教授）

公開企画
「糸賀一
雄氏　没
後40年の
集い」

小ホール
（３００人）

①ラスト・メッセージ・この子らを世の光にー放
映の背景とその後の反響ー
（映画に先立って12時よりビデオ上映）

牧野　望（NHK日本放送協会制作局・ディ
レクター）

②糸賀一雄の魂と思想
（講演の後にビデオ上映）

高谷　清（元第一びわこ学園園長・医師／
『異質の光－糸賀一雄の魂と思想』著者）

④その１－こんなふうに生きていけるよ
～教員養成大学の教員から、発達障害のある
お子さんと家族へのメッセージ～

⑤その２－障害のある社員が成長し続けるた
めに

④納富恵子（福岡教育大学教授 医師）

⑤箕輪優子（横河電機株式会社　社会貢
献室）

マルチメディアDAISYとバリアフリー絵本－す
べての子どもたちに読書の喜びを－
（講演にあわせて「世界のバリアフリー絵本
展」を大会期間中に開催＝文化ホール「和室」
など）

・神山　忠（岐阜県立関特別支援学校教
諭）
・野村美佐子（日本障害者リハビリテー
ション協会・情報センター次長）
・撹上久子（JBBY世界のバリアフリー絵
本展実行委員会）

障害のある人々を中心とした文化行事「ドリー
ムステージinビッグシップ」＝大会フィナーレ

世話人：國本真吾（鳥取短期大学・准教
授）


